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今月の表紙 復興なみえ町十日市祭（11月14・15日　二本松市）
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第43回浪江町功労者表彰式
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0 20 40 60 80 100％

0 100 200 300 400

合計 1,376

0 10 20 30 40 50％

地震では大きな
被害が無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　28.6%

入居を希望する自治体
（⑤「当選・入居決定」「申込み中」「申込みをしたい」
1,142世帯中）

入居する場合に利用するサービス
（⑤「当選・入居決定」「申込み中」「申込みをしたい」
1,142世帯中）6 7

申込みを
したい
9.0%

希望しない
55.3%

判断できない
16.7%

無回答 8.0%
申込み中
2.2%

当選・入居決定 8.8%

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

復興公営住宅について

復興公営住宅入居希望状況（5,703世帯中） 復興公営住宅入居希望状況（年代別）5

5.7% 21.1% 64.2% 3.3%

6.6% 16.6% 64.9% 7.0%

4.1% 1.6%

4.7% 0.2%

7.9% 21.5% 60.6% 6.1%

3.7% 0.3%

9.0% 19.0% 58.1% 6.3%6.4%

1.3%

10.6%

364

205

208

167

75

46

57

52

8

15.6% 55.6% 6.6%9.2%

2.5%

9.1% 14.0% 48.9% 11.2%13.2%

3.6%

～29歳

30～　
　39歳

40～　
　49歳

50～　
　59歳

60～　
　69歳

70歳
以上

申込みをしたい

判断できない 希望しない 無回答

南相馬市 健康相談員の設置

避難住民同士の交流会等

地元住民との交流会等

その他

無回答

子どもの学習支援

高齢者向けの見回り（巡回等）

※住居分離を希望する2世帯目を併せて集計したもの。

（複数回答）

合計 1,182

いわき市

二本松市

福島市

郡山市

本宮市

桑折町

その他

会津若松市

申込み中

当選・入居決定

51.3％

50.8％

46.9％

27.0％

14.0％

5.2％

5.4％
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調査の
概要

■実施主体　復興庁・福島県・浪江町
■調査対象　世帯の代表者  9,537世帯
■調査時期　平成27年9月6日～25日
■調査方法　郵送配布・郵送回収
■回 収 数　5,703世帯
■回 収 率　59.8％（前回：59.5％）

回答者年代（5,703世帯中）

～29歳 2.2%無回答 1.6%

30～39歳 7.5%

40～49歳
 11.8%

仮設住宅
18.1%

地震では大きな
被害が無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　28.6%

地震では大きな
被害が無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　28.6%

地震により解体せ
ざるを得ない被害・
劣化等がみられる 
　　　　14.7%

修理すれば
住める状況
　33.1%

津波により家が
流出している9.0%

特に損傷
はない 　
 8.9%解体し土地を

処分している
0.3%

解体し土地を
所有している
0.9%

公営住宅
（有償）2.2%

その他6.3%

民間賃貸
（有償）
8.8%

持ち家 
30.9%

借上住宅
32.4%

いわき市
 13.3%

福島市
17.9%

二本松市
11.3%

郡山市
7.4%

県外
26.3%

県内その他
6.6%

50～59歳
 19.0%

60～69歳
 27.5%

70歳以上
 30.4%

1 避難先自治体（5,703世帯中）2

現在の居住形態（5,703世帯中）3 4

相馬市 2.5%無回答 0.1%

南相馬市 7.7%

本宮市 4.1%

桑折町
1.9%

無回答 1.3% 無回答 1.6%

わからない 3.0%

速報版

　平成27年9月に実施しました住民意向調査にご
協力いただき、ありがとうございました。
　平成27年11月17日に復興大臣から公表された
集計結果（速報版）を一部抜粋してお知らせします。
なお、集計結果（速報版）の全データは町ホーム
ページからご覧いただけます。
※最終報告については、平成27年度内に復興庁から
　公表される予定です。公表され次第お示しします。

　復興推進課　　0243（62）4731

住民意向調査集計結果

住民意向調査
集計結果

現在の住宅の状況（町内）
（震災発生当時 持ち家4,388世帯中）



0 10 20 30 40 50%

判断する上で必要な情報 （⑩「現時点でまだ判断がつかない」 1,794世帯中）11

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

48.1％

28.3％

21.1％

19.2％

18.3％

17.5％

14.3％

14.3％

13.5％

10.9％

9.9％

8.3％

4.3％

3.0％

4.7％

2.3％

2.5％

4.0％

医療・介護の復旧時期の目途

原子力発電所の安全性に関する情報
　　　　　　　　　  （事故収束や廃炉の状況）

どの程度の住民が戻るのかの状況

元の住宅の修繕に関する情報

避難指示解除となる時期の目安に関する情報

放射線量の低下の目途、除染成果の状況

鉄道やバスなどの公共機関の復旧時期の目途

住宅確保への支援に関する情報

働く場の確保の目途

受け取る賠償額の確定

放射線の人体への影響に関する情報

学校などの教育環境の復旧時期の目途

中間貯蔵施設の情報

その他

現時点で家族の意見が分かれており
　　　　　　　 帰還意向について回答できない

現時点ではどのような情報があれば
　　　　　　　　　　 判断できるかわからない

無回答

商業やサービス業などの施設の復旧時期の目途

（複数回答）

新たに一戸建てを
新築・購入 8.0%

その他
6.2%

元の持ち家
（建替えを含む）

62.7%

民間賃貸
住宅 3.2%

判断できない
3.1%

　新しくできる
（災害）公営住宅
　10.9%

12 13
帰還した場合に希望する住居
（⑩「すぐに・いずれ戻りたい」 1,013世帯中）

帰還しない方の住居希望
（⑩すぐに・いずれ戻りたいの内「いずれ戻りたい」
「判断つかない」「戻らない」 5,129世帯中）

無回答6.1%

持ち家
53.6%

その他
4.2%

民間賃貸住宅
6.0%

判断できない
7.8%

公営住宅
9.0%

無回答
19.3%

���

0 10 20 30 40 50%

0 20 40 60 80 100％

判断できない理由
（⑤「判断できない」 1,477世帯中）

入居を希望しない方の住居希望
（⑤「判断できない」「希望しない」 4,102世帯中）8

すぐに・いずれ
戻りたい
17.8%

戻らない
48.0%

判断つかない
31.5%

無回答 2.7%

住民意向調査集計結果

帰還意向について

帰還の意向（5,703世帯中） 帰還の意向（年代別）10

9.8% 27.6% 62.6% 0.0%

8.9% 27.6% 63.2% 0.2%

12.1% 34.2% 53.0% 0.6%

17.0% 36.5% 46.1% 0.5%

17.9%

50.8％

19.4％

15.5％

15.2％

11.4％

11.2％

10.4％

11.8％

9.8％

9.6％

9.6％

5.1％

4.2％

34.2% 46.4% 1.5%

23.1% 26.4% 43.7% 6.8%

～29歳

30～　
　39歳

40～　
　49歳

50～　
　59歳

60～　
　69歳

70歳
以上

判断つかない 戻らない 無回答

自身の生活の見通しが
　　　　　  立っていないから

持ち家の新築・購入をしているから
（検討含む）

集合住宅ではなく一戸建て
に住みたいから

現在の住居に住み続けたいから

復興公営住宅の周辺環境が
分からないから

近所にどのような人が住むか
分からないから

現在の住まいから
直接浪江町に帰りたいから

高齢者・要介護者がいる世帯
なので生活が不安だから

希望する復興公営住宅で、ペットが
飼えない（飼えるか分からない）から

賠償の状況が分からないから

家賃を支払うことになるから

その他

無回答

（複数回答）

持ち家
55.3%

その他
12.4%

民間賃貸
住宅
12.3%

9

無回答
11.9%

公営住宅
1.4%

判断できない
6.7%

　平成26年の調査と比べて「すぐに・

いずれ戻りたいと考えている」が0.2％

増加、「まだ判断できない」が6.9％増

加、「戻らないと決めている」が0.4％

減少、「無回答」が6.8％減少。

すぐに・いずれ戻りたい

����������	
������
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町内町内で営業営業を再開再開しましたしました

東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂け

ます。現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手

続が簡便かつ無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場

合でも申立て可能であり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧

にお伺いします。

手続きが終了している15,287件のうち、８割強である12,722件※2が和解成立に

至っています。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成27年10月末現在の件数です。

　　　　　　　　浪江町（避難指示解除準備区域）の不動産（自宅土地建物）につ

いて、自宅の位置、付近の放射線量、周辺施設の状況、申立人らの生活状況、水道

の復旧状況等を考慮して全損と評価し、平成10年の購入時価格（造成費用として申

立人らが支払った額を含む。）を土地の事故前価値として、財物損害が賠償された事

例（和解事例868）。

※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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と　き 2016年1月10日（日）
安達文化ホール
受付13時　開式14時

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。

町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

問　教育委員会事務局生涯学習係　　　0243（62）0304TEL
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みんなでともに
乗り越えよう
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左から　三瓶　薫くん（６年）、佐藤健登くん（５年）、
　　　　今野笑瑠捺さん（４年）、瀬尾悠月さん（２年）

双葉郡
読書感想文コンクール
…………………………
●特　選
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●準特選
　佐藤　健登くん（５年）
…………………………

双葉地区
児童作文コンクール
…………………………
●特　選
　瀬尾　悠月さん（２年）
●準特選
　三瓶　　薫くん（６年）
…………………………
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読書感想文　
　児童作文
コンクール

読書感想文　
　児童作文
コンクール

浪江小学校は、ここ二本松市下川崎で再開して５シーズン目を
迎えました。昨年度に津島小学校も再開し、現在２校で子どもたち
が学んでいます。今年の新入生は１名だけの入学でしたが、子ども
たちは元気に登校しています。
小学校では総合的な学習の時間を活用して「ふるさとなみえ科」を

立ち上げ、浪江町の良さを学ぶ機会を充実させています。今年度は、
「ふるさとなみえ科」の学習の成果を発表する目的で製作を続けてき
た「なみえっ子かるた」が完成し、11月の十日市祭で展示しました。
このような中、先の双葉郡読書感想文コンクールと双葉地区児

童作文コンクールにおいて、浪江小の児童が、特選、準特選に入賞
しました。子どもたちが読書を通じ、あるいは家庭・学校生活の中
での体験・感動したことが素直な言葉で表現されていますのでご紹
介します。

浪江小学校　 024（567）3970
津島小学校　 024（567）6860
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　生活支援課 避難生活支援係　　0243（62）0305

............................................................................

浪江町復興支援員通信
　浪江町は、町で委嘱した「浪江町復興支援員」を、１府９県に２８名配置して
います。全国に避難されている浪江町民一人ひとりが抱える不安や悩み、浪江
町への想いに向き合うべくサポート活動を行っています。
　戸別訪問や情報発信、交流会の開催など、少しでも皆さんの力になれるよう、
「どこに住んでいても浪江町民」を合言葉に活動を行っています。
　今回は、山形県駐在、神奈川県駐在、福岡県駐在の３拠点の活動状況を紹介
します。

訪問や交流会で伺った話の内容（一部）
●お店や病院がないと帰れない
●いつまでも避難者でいれない。気持ちを切り替えて 
　前に進んでいく
●戻って畑をやりたい

交流会の
様子

鈴木鈴木 山田山田 並木並木 佐々木佐々木

交流会開催状況（一部）
月 交 流 会 名
５ 月 避難者交流の場「ふれ愛」（相模原市）

６月 浪江町ふるさとの集い（横浜市）

9月 古都鎌倉で癒しのひとときを（鎌倉市）
10月 第６回避難者交流会（山梨県甲府市）
10月 ふれあいフェスティバル（東京都江東区）
10月 オール東北交流会（横浜市）

個別訪問の状況
月 訪問件数 訪 問 地 区
４月 ９ 件 横浜市・伊勢原市 他

５月 11 件 横浜市・川崎市 他

６月 10 件 横須賀市・町田市 他

７月 ６ 件 横浜市・川崎市 他

８月 ５ 件 横浜市・茅ヶ崎市 他

９月 10 件 鎌倉市・小田原市 他

10月 10 件 甲府市・町田市 他

　年に２回、全国各地に配置されて
いる復興支援員を集め推進会議を開
催します。皆さんの想いや町への要
望を共有し、これからの支援活動に
活かしていきます。

神奈川県駐在

神奈川県駐在です。よろしくお願いいたします。

浪江町ふるさとの集い（6月）

古賀
福岡拠点支援組織
彌永

渡邊佐藤（正）

山形拠点
アドバイザー
佐藤（眞）

�����������	
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交流会の
様子

鈴木 山田 並木 佐々木

町ホームページ右下の「浪江町復興支援員のページ」
より復興支援員のブログがご覧いただけます！

交流会開催状況（一部）
月 交 流 会 名
４ 月 大川木工祭り（福岡県）

６月 鹿児島 福島県人会（鹿児島県）

７月 大牟田夏祭り（福岡県）
８月 福岡 福島県人会（福岡県）
９月 なみえのしゃべり場 in 大牟田（福岡県）
10月 ポレポレ祭り 浪江町写真展（福岡県）

交流会開催状況（一部）
月 交 流 会 名
７ 月 カラオケ大会（南陽市）

10月 ほっき飯＆紅葉汁作り（酒田市）

個別訪問の状況
月 訪問件数 訪問地区
６月 １ 件 大分県

７月 ４ 件 島根県

８月 10 件 佐賀県 他

９月 12 件 福岡県 他

10月 ５ 件 長崎県 他

個別訪問の状況
月 訪問件数 訪 問 地 区
５月 ７ 件 山形市・上山市 他

６月 36 件 天童市・酒田市 他

７月 21 件 南陽市・米沢市 他

８月 14 件 寒河江市・長井市 他

９月 23 件 秋田県秋田市・能代市 他

10 月 20 件 上山市・米沢市 他

福岡県駐在

山形県駐在

古賀古賀
福岡拠点支援組織
彌永

福岡拠点支援組織
彌永

訪問や交流会で伺った話の
内容（一部）
●浪江の家がそのままになっ
　ているが、遠くて行けない
●浪江に帰りたい
●家賃賠償が打ち切りになっ
　た後が不安

渡邊渡邊佐藤（正）佐藤（正）

山形拠点
アドバイザー
佐藤（眞）

山形拠点
アドバイザー
佐藤（眞）

訪問や交流会で伺った話の内容（一部）
●近所に知り合いができ、避難先の生活に慣れた
●いま避難している地域の情報がほしい
●浪江の家の荷物整理が大変
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本件に関するお問合せ先
　浪江町除染および災害廃棄物等に
関する相談窓口
　 　 　 0120（505）043
環境省　福島環境再生事務所
浜通り北支所
　 　 　 0244（26）9912

本件に関するお問合せ先
　双葉地方広域市町村圏組合
南部衛生センター
　 　 　 0240（25）4609

●東日本大震災により被災した、避難指示解除準備区域または居住制限区域に立地している家屋等
の解体申請は、本年度も引き続き受け付けています。
（帰還困難区域に立地している家屋等は、現時点では解体申請の対象外です。復興・帰還に向け
た取組みとともに対応方針を検討中です）
　
●解体申請をしてから実際の解体工事に着工するまでは相当な期間を要しますので、早めの解体申
請をお願いします。

事業系一般ごみを処分する際は、許可業
者に運搬を依頼する必要があります。

本件に関する申請の受付先
　株式会社高島テクノロジーセンター
（環境省受託業者）
　 　 　 0120（603）016
　
●二本松市北トロミ573番地
　（浪江町役場二本松事務所敷地内特設建物）
●受付時間：平日　８時30分～16時30分

本件に関するお問合せ先
　浪江町除染および災害廃棄物等に
関する相談窓口
　 　 　 0120（505）043
　
●浪江町大字幾世橋字六反田7－2
　（浪江役場本庁舎１階南側）
●受付時間：平日　９時～17時

　 

　 

家屋等の解体申請の受付について

浪江町内のごみの出し方のお願い
現在、国（環境省）による浪江町内の自宅の片付けごみの回収を行っています。
ごみステーションへ出す際は、可燃ごみ・不燃ごみを必ず分別し、それぞれ中身の見える袋に入
れて出してください。
また、刃物や割れ物等、危険物を出す場合は、袋に「刃物・割れ物」などの注意書きをしてくだ
さい。
安全でスムーズなごみの回収を行うため、皆さまのご協力をお願いします。
　
※燃えるごみは、棚塩地区にある仮設焼却施設で焼却処理を行っていますが、個人での直接持ち込
みはできません。ごみステーションへ出
すか、回収業者（双葉運輸）へ戸別回収
の申込みをお願いします。
（帰還困難区域については、ごみステー
ションの回収のみ行っています）
　

　　　双葉運輸株式会社
　　　　（浪江町内ごみ回収業者）

　　　0120（46）5175

　 
　 

現在、
南部衛生センターへ
直接ごみを持ち込む
ことはできません
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多くの人でにぎわう露店多くの人でにぎわう露店

タブレット相談会タブレット相談会

多くの人でにぎわう露店

各自治会の皆さんによる作品

今年で５回目となる「復興なみえ町十日市

祭」が11月14・15の２日間、二本松駅前周辺

で開催されました。

14日には大堀神楽保存会による神楽、請戸

の田植踊りなどの伝統芸能や、浪江小学校・

津島小学校の児童たちによる歌と太鼓の演奏

や、浪江中学校の生徒たちによる空手道と

YOSAKOI演舞などが披露されました。

15日には懸田弘訓先生の解説による4つの

民俗芸能、相馬流れ山踊り、浦安の舞（苅

宿）、室原の神楽、神楽七芸（南津島）も披露

されたほか、浪江町の各仮設住宅、借上げ住

宅の自治会の皆さんの作品も展示され、会場

は大いににぎわいました。

震災後、昨年から再開した北幾世橋内匠町の伝統行事「お念

仏」が11月４日、青空の下、今年も同地区の愛宕堂で催され、

各避難先から同地域の住民12人が参加しました。

お念仏は毎年、主に、地区で亡くなった方の極楽浄土を祈っ

て、葬式の際や縁日に行われていました。大きな輪のような数

珠を手に取り、鐘の音に合わせて「南無阿弥陀仏」と念仏を唱

えながら女性が輪になって、一人ひとり祈りを込めながら回し

ていきます。

この日は天気にも恵まれ、お念仏終了後は心地よい陽気の

中、参加者みんなで昼食を摂りながらご近所さんとの会話を楽

しんでいました。

タブレット相談会室原の神楽室原の神楽室原の神楽

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

よさこい

空手

作品の展示

多くの人でにぎわう露店

タブレット相談会

相馬市大野台第８応急仮設住宅の自治会主催による「な

みえ復興祭2015秋」が10月17日、同仮設住宅で開催され

ました。

今年も天気に恵まれ、町長との懇談をはじめ、集会所前

のステージではマジックショーやアーティストの皆さんに

よるライブが行われ、素敵な歌声が会場に響き渡りまし

た。また、出店には、なみえ焼そば、クレープ、かき氷

や、山形県最上町観光協会の皆さんによるいも煮汁、漬物

のほか、クラフト会の皆さんによるカゴや手芸品なども多

数販売され、大変好評でした。

会場には相馬市周辺にお住まいの方なども来場し、多く

の人たちでにぎわいました。最後には、同仮設へ物資のご

支援をいただいている熊本県の大嶌屋さんから、来場者の

皆さんにみかんが配られ、復興祭は大盛況のうちに幕を閉

じました。

浪江中学校の文化祭「秋桜祭」が10月24

日、二本松市内の同校校舎で行われました。

今年は「Message for the Future！」を

テーマとし、「ふるさと創造学」の発表や弁論

発表、合唱や空手、よさこい、そして全校生

徒が出演した自作映画等を通し、一人ひとり

の未来、そして、ふるさと浪江町の未来へ、

自分たちの熱い思いを伝えていました。

－浪江中学校からのコメント－
企画段階から当日まで、生徒と先生方

が一丸となって取組み、すばらしい「秋

桜祭」を作り上げました。これまでの取

組みは、間違いなく生徒たちにとって大

きな自信につながったものと思います。

皆さまのご支援に対しまして、改めて感

謝申し上げます。

室原の神楽
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消防署からのお知らせ

●昨シーズン購入した灯油は使用しない。
 （古い灯油は不完全燃焼を起こしやすいため）
●ストーブの上に洗濯物を干さない。
●ヘアスプレーなど引火の
　可能性があるものは近く
　に置かない。
●外出するときや寝るとき
　は必ず火を消す。

今年も残すところあと１ヶ月となりました。寒さが厳し
くなり、火気を使用する機会が増えます。今回はストーブ
の注意点を紹介します。取扱いに注意し、今年１年を締め
くくりましょう!!

ストーブの使用時には、下記の点に注意しましょう

電気のストーブも注意が必要です！

●ストーブ火災の内、電気ストーブの
火災は約７割です！イメージでは石
油ストーブの方が火災になりやすい
と思われているようです。
●電気ストーブでは、布団や座布団の
着火が多く、その次に衣類や繊維製品となっています。
●火災予防上、可燃物などから１メートル以上の距離を取
ることが推奨されています。

電気ストーブは火を使わないから安心と
思っていませんか？

浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

平成27年度全国統一防火標語
無防備な 心に火災が かくれんぼ
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえタブレット

なみえタブレットの
お申込みは

10月の人気記事 PICK UP！！なみえ新聞

タブレットに不具合ありませんか？

まもなく締め切りです！
《タブレットをまだ申し込んでいない方へ》

《タブレットをすでにお持ちの皆さまへ》

通 信

お申込み受付は、平成27年12月31日まで（消印有効）とし、以降のお申込みは原則受け
付けできません。是非お早めにお申込みください。

なみえ新聞に続々新しい記事が増えています。その中から人気記事を紹介します。
久しぶりにタブレットを使ってみませんか？

　まもなくタブレット初期不良の無償交換期間が終了します。
今後、タブレットの修理について有償となる可能性があります。ぜひ一度、タブレット
の電源を入れて、画面が映るか、音声が出るかなどをご確認ください。不具合かなと思っ
たら、タブレットサポートセンター（　0800-919-3287）までお問い合わせください。

お電話にて復興推進課（0243-62-4731）までご連絡ください。お申込書を発送します。
※平成27年 4月以前にお申込みいただいた方で、まだタブレットが届いていない方は、役場までご連絡ください。また、
　一度キャンセルされた方も再申込みが可能です。
●浪江町民である方　●平成 23年 3月 11日時点で浪江町民だったが、その後転出された方
※避難先のご住所ごとに１台お申込みいただけます。同一世帯でも離れて生活されている場合は、それぞれお申込みが
　可能です。

最後のチャンス
だよ～！

◎申込方法

◎配布対象

なみえ新聞

▽お題投稿で更に人気上昇中。10月・11月は「紅葉」をテーマに募集しました。
　12月のお題は、タブレットで確認してみてください。あなたの写真投稿お待ちしています。

▽タブレットはもはや手放せないアイテム、そんな町民の皆さんの『朝起きてから寝るまでのタブレット活用
　術』を活かした生活をお聞きしました。（10/14～3週連載）

▽町民の方からの投稿記事です。初心者から上級者まで十分楽しめる便利で楽しい活用術をご紹介していただ
　きました。なみえ新聞に記事を書きたいという方がいらっしゃいましたら復興推進課まで！（10/26 掲載）

1位   【撮れたて写真大募集！】みんなでお題に沿った写真を投稿しよう！

2位   わたしのタブレット活用術シリーズ

3位   タブレット名人 高瀬川龍之介さん直伝！ タブレット活用のススメ

出前講座のお知らせ
～あなたの街で講習会～

浪江町役場では、町民の皆さまのご要望に応じて講習会を実施しています。
ご近所で何人か集まって頂ければ、全国各地にお伺いします！
お気軽にお問い合わせください。

��������	
�

誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！ 片付け 清 掃
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します
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釣りが趣味で、浪江にいる時は夫婦二人で、近くの
高瀬川によく「アユ釣り」に出かけたという加藤さん
ご夫婦。今は、長男ご夫婦とお孫さんたちと６人で、
千葉県野田市で暮らしています。

加藤　　進さん（西台）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：10月14日

いつか浪江に帰りたい

■
震
災
の
日
は

未
曾
有
の
大
災
害
と
原
子
力
事
故

か
ら
、
早
い
も
の
で
4
年
6
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
あ
の
日
、
私
た
ち
夫

婦
は
二
人
で
居
間
で
テ
レ
ビ
を
見
て

い
ま
し
た
。
突
然
の
す
ご
い
揺
れ
と

地
鳴
り
の
音
に
、
無
我
夢
中
で
外
に

飛
び
出
し
ま
し
た
。
地
震
が
お
さ

ま
っ
て
家
に
入
る
と
タ
ン
ス
や
食
器

棚
が
倒
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ガ
ラ

ス
の
破
片
が
散
乱
し
、
足
の
踏
み
場

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
朝
、
防

災
無
線
が
鳴
り
、
「
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
で
異
常
事
態
が
発
生
し
た

の
で
、
た
だ
ち
に
津
島
地
区
の
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
避
難
」
と
聞
き
、
着

の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
後
、
今
度
は
原
子
力
発

電
所
の
建
屋
が
爆
発
、
川
俣
小
学
校

へ
の
避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
は
渋
滞
、
よ
う
や
く
小
学
校

に
着
い
た
こ
ろ
は
、
夕
暮
れ
時
で
し

た
。
役
場
職
員
か
ら
段
ボ
ー
ル
一
枚

と
毛
布
一
枚
を
渡
さ
れ
体
育
館
の
中

に
入
る
と
大
勢
の
人
が
避
難
し
て
い

ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
犬
の
啼
く
声

や
犬
の
飼
い
主
に
「
出
て
い
け
」
と

怒
鳴
る
声
が
聞
こ
え
、
床
の
冷
た
さ

や
寒
さ
も
あ
っ
て
一
睡
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
も
以
前
、
犬
を
飼
っ

て
い
た
の
で
、
泣
く
泣
く
体
育
館
の

外
に
犬
を
連
れ
出
し
た
人
の
こ
と
が

他
人
事
に
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
動

物
も
家
族
と
一
緒
な
ん
で
す
。
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

震
災
翌
日
の
朝
、
散
歩
し
て
い
る

と
、
突
然
大
き
な
声
で
「
お
父
さ
ん
、

お
父
さ
ん
！
」
と
呼
ぶ
声
が
し
ま
し

た
。
誰
だ
ろ
う
と
ふ
り
返
る
と
、
新
潟

に
住
む
次
男
で
し
た
。
夜
通
し
車
を
飛

ば
し
て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で
し

た
。
そ
の
足
で
次
男
の
ア
パ
ー
ト
に
向

か
い
、
1
か
月
間
、
一
緒
に
生
活
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
長
男
夫
婦
と
一
緒
に

千
葉
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

■
知
ら
な
い
土
地
で
の
暮
ら
し

こ
こ
で
の
暮
ら
し
も
4
年
に
な
り

ま
す
。
最
初
の
一
年
間
は
、
知
ら
な

い
土
地
で
近
隣
の
方
た
ち
と
の
お
付

き
合
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
り
ま
し
た
。
今
は
、
孫
の

幼
稚
園
の
送
り
迎
え
や
、
カ
ラ
オ

ケ
、
公
園
に
行
っ
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、
夫
婦
二
人
で
釣
り
に
と
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
楽
し
む
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
、
孫
の
笑
顔
に
い

や
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
前
は
、
東
京
電
力
の
関
連
会

社
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
原
発

事
故
後
の
終
息
作
業
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。
事
故
前
は
、
原
子
力
発
電
所

が
近
隣
に
住
む
人
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
ま
し
た
。
事
故
が
あ
っ
て

初
め
て
、
原
子
力
発
電
所
の
リ
ス
ク

を
感
じ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い

ま
す
。

■
い
つ
か
浪
江
に

い
つ
か
は
、
浪
江
の
自
宅
に
帰
り

た
い
で
す
ね
。
近
く
を
流
れ
る
高
瀬

川
に
、
夫
婦
で
ア
ユ
釣
り
を
し
に
、

よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
千
葉
に
来
て

か
ら
も
、
幼
稚
園
の
送
迎
が
な
い
日

曜
日
に
は
、
夫
婦
で
釣
り
に
出
か
け

た
り
、
東
京
の
博
物
館
に
出
か
け
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
浪
江
と
は
風
景

が
違
い
ま
す
。
山
が
あ
り
、
川
が
あ

り
、
海
が
あ
り
、
自
然
の
豊
か
さ
に

囲
ま
れ
た
暮
ら
し
と
今
の
暮
ら
し
で

は
各
段
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

後
ろ
向
き
の
気
持
ち
に
な
る
と
、

ど
ん
ど
ん
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
い
つ
か
帰
る
ん
だ
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
な
が
ら
、
今
の
暮
ら
し
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

千葉県

▲加藤進さん、壽美子さんご夫婦

▲愛車といっしょに
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第54号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から４年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第54号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

�����������	
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「もう一遍福島でやっていたことをやろう」。避難中
にそう思い、たどり着いた北の大地、北海道置戸町。も
ともと動物を育てて生計を立てようと、福島では放牧牛
を飼っていた正俊さん。その経験をもとに置戸では山羊
を飼い、大自然に囲まれた生活を奥様の美恵子さんと一
緒に始められました。

高橋　正俊さん・美恵子さん（赤宇木）
取材者：コミュニティ・ワークス　青木
取材日：10月20日

生きていく上での怖さやリスクはあるけど、
楽しいこともある。それを活かしてやっていくよ

■
ご
縁
や
タ
イ
ミ
ン
グ

　
み
ん
な
上
手
く
合
っ
た
ん
だ
ね

震
災
が
あ
っ
て
避
難
し
て
、
伝
手

を
頼
り
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
け
ど
、

人
の
家
な
の
で
何
に
も
で
き
な
く
て
だ

ん
だ
ん
嫌
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ

れ
な
ら
も
う
一
遍
福
島
で
や
っ
て
い
た

こ
と
を
や
ろ
う
！
と
思
い
、
同
じ
位
の

土
地
を
探
し
て
日
本
中
回
っ
た
ん
で

す
。
福
島
で
は
十
町
歩
の
土
地
で
牛
を

飼
っ
て
い
ま
し
た
。
補
償
も
は
っ
き
り

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
い
く
ら
で
買
え

る
か
わ
か
ら
な
い
。
安
く
て
広
い
所
は

見
つ
か
ら
ず
、
最
終
的
に
は
北
海
道
だ

ろ
う
と
。

夏
に
一
度
北
海
道
に
行
っ
た
時
に

知
り
合
い
が
で
き
て
、
冬
に
そ
の
知
り

合
い
を
頼
っ
て
、
２
月
の
一
番
寒
い
時

に
１
か
月
間
、
上
士
幌
町
が
や
っ
て
い

る
移
住
体
験
で
教
員
住
宅
の
空

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
安
い
費
用

で
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
う
ち
「
置
戸
は
、
町

の
助
成
も
多
い
し
土
地
も
あ
る

し
安
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
、

置
戸
で
牛
と
羊
を
飼
っ
て
い
る

人
の
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
っ

て
会
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
今

の
お
隣
さ
ん
。

最
初
は
離
農
す
る
人
を
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
け
ど
話
が
立
ち

消
え
に
。
そ
の
時
、「
俺
が
も
っ
て
い

る
土
地
を
少
し
貸
し
て
あ
げ
る
」
と
お

隣
さ
ん
が
貸
し
て
く
れ
た
の
が
、
福
島

と
同
じ
十
町
歩
の
こ
の
土
地
だ
っ
た
ん

で
す
。
で
も
、
借
り
た
は
い
い
け
ど
、

自
分
の
も
の
に
し
た
ほ
う
が
な
ん
で
も

や
る
の
が
張
り
合
い
に
な
る
の
で
、

売
っ
て
く
れ
と
話
し
を
し
て
、
最
終
的

に
了
解
し
て
も
ら
い
こ
の
土
地
を
手
に

入
れ
た
ん
で
す
。

こ
の
家
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
別

な
と
こ
ろ
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
こ
こ

に
通
っ
て
家
を
造
っ
て
、
よ
う
や
く
住

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
で

す
。
妻
も
今
年
の
３
月
で
仕
事
を
辞

め
、
９
月
か
ら
こ
っ
ち
に
来
て
い
ま

す
。
ご
縁
と
か
タ
イ
ミ
ン
グ
と
か
そ
う

い
う
の
が
み
ん
な
上
手
く
合
わ
な
い
と

こ
こ
に
住
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。

■
山
羊
と
自
然
に
囲
ま
れ
、
夫
婦
で

楽
し
く

も
う
一
遍
牛
を
飼
お
う
と
思
っ
た

け
ど
、
体
力
が
追
い
つ
か
な
い
と
思
っ

て
山
羊
に
し
た
ん
で
す
。
山
羊
は
北
海

道
に
合
っ
て
る
ね
。
寒
さ
に
強
い
し
ど

ん
な
草
で
も
食
べ
る
。
山
羊
を
飼
う

の
は
初
め
て
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
生

態
も
わ
か
っ
て
き
て
、
来
年
の
冬
に

は
子
山
羊
が
生
ま
れ
る
は
ず
。
生
ま

れ
具
合
や
世
話
の
手
間
の
か
か
り
具

合
を
み
て
何
頭
位
に
す
る
か
決
め
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
山

羊
小
屋
も
作
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ね
。

あ
と
チ
ー
ズ
を
作
る
所
も
。
山
羊
の

お
乳
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
っ
て
、
二

人
で
そ
う
い
う
食
生
活
し
て
い
く
の

も
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
ね
。
他

に
野
菜
類
も
も
う
少
し
作
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
し
、
裏
手
を
果
樹
園
に
す

る
予
定
で
、
梅
、
杏
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
と
か
ち
ょ
っ
と
限
ら
れ
る
け
ど
適

当
に
い
い
の
を
選
ん
で
育
て
た
い
ね
。

花
も
広
げ
て
春
に
な
る
と
カ
ラ
フ
ル
な

感
じ
の
家
の
周
り
に
な
っ
て
、
見
た
目

に
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
。
や
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
ね
。

■
冬
が
い
い
、
よ
そ
じ
ゃ
味
わ
え
な
い

北
海
道
は
観
光
も
で
き
る
か
ら
遊

び
に
来
た
ら
ど
う
か
な
。
春
と
か
秋
と

か
い
い
季
節
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、

お
奨
め
は
冬
だ
な
。
こ
こ
置
戸
の
冬
は

な
か
な
か
よ
そ
じ
ゃ
味
わ
え
な
い
。
と

に
か
く
真
っ
白
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩

く
と
ね
、
気
分
が
い
い
よ
。
何
も
い
な

い
雪
の
中
を
自
分
の
足
跡
を
つ
け
な
が

ら
歩
い
て
い
く
の
は
い
い
も
ん
だ
よ
。

家
の
中
は
そ
こ
そ
こ
暖
か
く
で
き
る

し
、
雪
の
中
を
歩
い
て
疲
れ
て
帰
っ
た

ら
お
風
呂
に
入
っ
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん

で
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。
た
だ

み
ん
な
俺
と
同
じ
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

だ
ろ
う
か
ら
、
退
屈
し
て
嫌
だ
っ
て
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

北海道

おけとちょう

か
み

し

ほ
ろ
ち
ょ
う

▲お二人にすっかり
懐いている山羊たち

▲

２年がかりで建て
たお住まい。敷地
の左手奥にはプラ
イベートゲレンデ
が広がる
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飛騨市の雇用促進住宅に避難されている𠮷田さん、
休日は山菜とりや渓流釣りをするなど、自然ゆたかな
暮らしを全身で楽しんでいます。

𠮷田　亀雄さん（樋渡）
取材者：ＮＰＯ法人たすけあい遠州　稲葉
取材日：11月１日

自分らしく　健康に過ごしたい

震
災
後
の
３
月
19
日
、
妹
夫
婦
が

住
ん
で
い
る
岐
阜
へ
避
難
し
ま
し

た
。
兄
の
家
族
と
一
緒
に
津
島
、
川

俣
、
三
春
と
避
難
の
途
中
、
妹
夫
婦

か
ら
連
絡
が
入
っ
て
、
こ
ち
ら
へ
来

ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
月
か
ら
食
品
会
社
の

パ
ー
ト
社
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
仕
事
で

土
日
は
休
み
で
す
。
「
会
社
か
ら
も

う
い
い
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
働
こ
う

と
、
同
い
年
の
同
僚
と
話
し
て
い
ま

す
。こ

こ
の
冬
は
雪
が
多
く
て
根
雪
は

３
月
ま
で
溶
け
な
い
。
朝
起
き
れ
ば

雪
か
き
を
し
て
、
夕
方
帰
っ
た
ら
ま

た
雪
か
き
で
す
。

原
発
の
仕
事
で
石
川
県
に
来
て
い

た
の
で
、
時
々
寄
り
道
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
の
飛
騨
市
は
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

■
山
と
川
が
あ
る
か
ら

こ
こ
の
土
地
は
私
の
趣
味
と
合
う

よ
う
で
す
。
３
月
に
解
禁
に
な
る
渓

流
釣
り
は
ゴ
ム
長
に
カ
ン
ジ
キ
を
は

い
て
谷
へ
入
り
ま
す
。
４
月
か
ら
６

月
ま
で
は
岩
魚
や
や
ま
べ
釣
り
と
山

菜
と
り
で
山
や
川
を
走
り
、
夏
は
鮎

釣
り
、
秋
は
き
の
こ
採
り
で
す
。
こ

ち
ら
で
は
き
の
こ
を
「
こ
け
」
、
コ

シ
ア
ブ
ラ
を
「
コ
ン
テ
ツ
」
、
根
曲

が
り
竹
を
「
姫
竹
」
、
シ
ド
ケ
の
こ

と
を
「
や
ぶ
れ
が
さ
」
と
い
い
ま

す
。
山
菜
は
保
存
し
て
お
い
て
漬
物

に
し
た
り
、
親
戚
や
友
達
に
あ
げ
て

喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
に
は
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
浪
江
の
こ
と

浪
江
に
は
年
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
車
で
６
時
間
か

け
て
二
本
松
の
友
人
の
処
へ
一
泊

（
彼
は
会
社
の
仲
間
で
震
災
の
日
一

緒
に
伐
採
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
）
。
翌
日
、
彼
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
し
て
か
ら
浪
江
に
入
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
度
も

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
町
の
こ

と
は
気
に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

行
っ
て
も
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
か

ら
で
す
。
た
だ
、
一
日
一
回
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
浪
江
の
情
報
を
得
て
い
ま

す
。広

島
県
に
避
難
し
て
い
る
渡
部
さ

ん
夫
婦
は
毎
年
こ
こ
へ
来
て
く
れ
ま

す
。
僕
も
広
島
へ
行
き
ま
す
。
浪
江

の
頃
か
ら
の
行
っ
た
り
来
た
り
が
続

い
て
い
て
、
電
話
で
も
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
話
し
て
い
ま
す
。

■
住
め
ば
都
で
す

飛
騨
は
秋
は
紅
葉
、
春
は
新
緑
が

い
い
。
冬
は
マ
イ
ナ
ス
２
桁
に
な
る

こ
と
も
あ
る
け
ど
、
住
め
ば
都
で
す
。

飛
騨
は
観
光
地
で
温
泉
も
あ
り
、
新

穂
高
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
山
に
上
る

と
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
目
に
入

り
迫
力
満
タ
ン
で
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
高
山
市
は
春
と
秋
に
豪
華
絢
爛

な
山
車
が
街
中
を
回
り
ま
す
。
古
川

の
起
し
太
鼓
祭
り
は
、
相
馬
馬
追
と

同
じ
で
雨
が
降
っ
て
も
や
り
ま
す
。

妹
が
車
で
５
分
の
と
こ
ろ
に
い
て
、

よ
く
来
て
く
れ
る
し
、
妹
の
夫
は
趣

味
が
同
じ
で
一
緒
に
出
か
け
ま
す
。

浪
江
の
復
興
を
待
っ
て
い
ま
す
。

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
ら
ま
た

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岐阜県

▲𠮷田さんの自宅で取材中
　（もう、こたつが入っていました）
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●浪江町ソフトボール協会　会長　阿部髙士さん
毎年この時期に浪江の選手たちが参加させても
らい、とても感謝しています。芋煮の振舞いやお
米の贈呈など、選手たちが楽しめるような細やか
な気配りもありがたいですね。避難当初は「これ
からどうしよう」といった状態だったと思うが、
ソフトボールを通して元気をもらい、避難による
ストレス解消にも役立ったと聞いています。10
月31日には浪江町で協会主催の大会を開催しま
すが、これまでの感謝を込めて、高畠町のチーム
をぜひご招待申し上げたい。浪江町で再会できる
のを楽しみにしております。

●高畠町ソフトボール協会　会長　菅野康雄さん
本日は遠方よりようこそお越しくださいまし
た。毎年、選手たちには大会を盛り上げてもらい
大変ありがたく思っています。高畠町の選手たち
にも良い刺激になっています。高畠町は夏場が暑
く、冬は雪深いため、避難されてきた方々も大変
だったと思います。ここにいる選手たちは自然と
とけ込み、こちらの風土にもすっかりなじんでい
る感じです。10月31日の大会へのご招待のお話
を伺い、とても光栄であり、ありがたく感じてい
ます。再会を楽しみにしております。

…………………………………………………

●高畠町体育協会　会長　菊地秀徳さん
ようこそ高畠町へ。遠方よりお越しいただきあ
りがとうございます。浪江の選手たちには、町総
合体育大会（ソフトボール）を毎年にぎやかにし
てもらい本当に助かっています。今年で２・３回
目となりますが、初年度より違和感なく盛り上げ
てもらっています。今年は２チームで編成してい
ただき、県外各地からお集まりいただいたようで
す。掛け声もはつらつとしていて、我々も逆に元
気をもらっています。また来年もお会いしたいで
すね。お待ちしております。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

菅野康雄さん

左が菊地秀徳さん、
右が阿部髙士さん

島
田
　
毎
年
こ
の
大
会
に
招
い
て
く

れ
る
高
畠
町
へ
は
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
つ
か
は
恩
返

し
が
し
た
い
で
す
ね
。
こ
の
大
会
へ

橋
渡
し
し
て
く
れ
た
居
酒
屋
大
吉
の

店
長
へ
も
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
と

言
い
た
い
で
す
。

◆
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
？

小
荒
井
　
自
分
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
、
何

か
に
つ
け
て
思
い
出
し
ま
す
。
浪
江

が
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
心

配
で
す
。
戻
り
た
い
気
持
ち
が
強
い

で
す
が
、
よ
う
や
く
今
の
生
活
に
慣

れ
、
段
々
と
気
持
ち
が
薄
れ
て
き
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
の
地
域
に
も

な
じ
み
、
知
り
合
い
も
少
し
ず
つ
増

え
ま
し
た
。
帰
還
へ
の
思
い
は
人
そ

れ
ぞ
れ
。
若
い
人
は
自
由
に
動
け
ま

す
が
、
お
年
寄
り
は
早
く
戻
り
た
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
震
災

後
、
郡
山
市
で
再
就
職
し
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
最
近

は
「
ま
ず
は
避
難
先
で
仕
事
や
生
活

基
盤
づ
く
り
を
頑
張
ろ
う
」
と
い
う

思
い
が
強
い
で
す
。
厳
し
い
現
実
で

生
き
て
い
る
中
、
高
畠
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
年
一
回
の
栄
養
ド
リ
ン
ク

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
時
ば
か

り
は
何
も
か
も
忘
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
夢
中
に
な
れ
ま
す
。

島
田
　
ふ
る
さ
と
浪
江
の
こ
と
は
片

時
も
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

思
い
出
も
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い

て
、
や
は
り
地
元
が
一
番
で
す
。
大

学
時
代
も
浪
江
か
ら
二
本
松
に
自
宅

通
学
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
仕
事

の
都
合
で
郡
山
市
に
移
り
住
ん
で
２

年
目
に
な
り
ま
す
。
両
親
は
避
難
の

た
め
二
本
松
市
に
離
れ
て
い
ま
す

が
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
家

族
内
で
は
、
帰
還
の
こ
と
や
自
宅
の

こ
と
な
ど
、
浪
江
の
話
が
尽
き
ま
せ

ん
。
10
月
31
日
に
浪
江
町
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
、
地
元
に
戻
れ

る
の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
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◆
大
会
に
対
す
る
思
い
、
チ
ー
ム
へ

の
思
い
は
？

小
荒
井
　
去
年
は
仕
事
の
都
合
で
参

加
で
き
ず
、
２
年
ぶ
り
の
参
加
で

す
。
今
年
は
何
と
し
て
も
出
た
か
っ

た
の
で
、
会
社
に
「
こ
の
日
だ
け
は

お
休
み
を
く
だ
さ
い
！
」
と
事
前
に

お
願
い
を
し
て
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
は
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
す
が
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
増

え
て
活
気
を
感
じ
ま
す
。
今
回
は
若

手
も
多
く
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

常
に
全
力
投
球
の
若
手
に
は
元
気
が

も
ら
え
ま
す
。
今
日
は
メ
ン
バ
ー
混

合
で
、
即
席
で
２
チ
ー
ム
を
作
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
な

の
で
、
呼
吸
を
合
わ
せ
即
座
に
連
携

で
き
て
い
る
。
エ
ー
ス
は
本
日
お
休

み
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

高
畠
大
会
で
は
、
優
勝
と
か
結
果
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
お
互
い
交
流
を
図

り
、
と
に
か
く
楽
し
む
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
田
　
今
回
で
５
回
目
、
２
０
１
１

年
の
初
年
度
か
ら
、
休
ま
ず
毎
年
参

加
し
て
い
る
の
で
皆
勤
賞
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
、
２
チ
ー
ム
の
中
の

１
つ
の
監
督
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
っ
た
の
で
、
こ
の
日
の
た
め
に
仕

事
を
や
り
繰
り
し
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
試
合
は
「
と
に
か
く
楽
し
く
」、

ム
ー
ド
づ
く
り
を
し
、
皆
の
気
持
ち

を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。
自
分
が
任

さ
れ
た
「
チ
ー
ム
蘭
」
は
20
代
の
若

手
が
多
く
、
遠
く
千
葉
県
や
神
奈
川

県
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
も
18
歳
の
時
に
チ
ー
ム
代
表
の

松
﨑
さ
ん
と
の
ご
縁
で
加
入
し
ま
し

た
。
相
馬
、
二
本
松
、
水
戸
な
ど
５

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
地

元
と
い
う
理
由
で
、
浪
江
Ｓ
Ｓ
Ｂ
が

一
番
思
い
入
れ
も
深
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
先
も
若
手
が
継
承
し
、
続
い

て
い
け
る
永
久
不
滅
の
チ
ー
ム
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
チ
ー
ム
に
出
会
え
た
お
か
げ

で
、
友
人
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
と
き
が
楽
し
い
で
す

ね
。
共
通
の
話
題
で
つ
な
が
っ
て
い

る
人
と
は
話
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
は
、
仕
事

で
は
味
わ
え
な
い
、
自
分
に
と
っ
て

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
高
畠
町
へ
の
感
謝

小
荒
井
　
毎
年
こ
の
季
節
に
な
る

と
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
時
期
が
来
た

な
ぁ
」
と
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
大
会
出
場
は
５
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
高
畠
町
に
は
毎
年
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
高
畠
の
方
は
温
か
い

で
す
ね
。
昼
食
や
お
み
や
げ
な
ど
、

毎
回
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

雲一つない秋晴れのもと、10月４日に山形県高畠町にて高畠町総合体育祭・ソフトボール
の部が開催され、『浪江大吉ＳＳＢ』のメンバーに助っ人選手を加え、浪江町から２チームが
出場しました。チーム代表が高畠町へ避難したことがきっかけで出場を始めた大会も今回で５
年目。若手のメンバーも増え、着実に次の世代へ受け継がれています。「何十年先も若手が継
承し、続いていけるチームに成長してほしい！」そんな熱き思いを語った若手のホープ島田さ
んと、静かにチームの成長を見守ってきた、先輩の小荒井さんにお話しを伺いました。

浪江大吉ＳＳＢ　チーム鳳　小荒井雅治さん（権現堂）
浪江大吉ＳＳＢ　チーム蘭　島田　有紀さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　結城
取材日：10月４日

この時ばかりは何もかも忘れ熱中できます
私たちにとっては年１回の栄養ドリンクです

おおとり

らん

山形県

▲チームメンバーとＳＳＢガールズ

▲小荒井雅治さん

▲島田有紀さん

再取材シリーズ



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）0123（代表）　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課
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